
タ

則
の
名
を
見
ぬ
が
、
或
は
初
名
を
か
〈
い
う
た
の
で
一
し
て
、
鍛
光
が
植
を
飽
に
す
る
を
得
な
か
っ
た
に
よ
一
し
新

E
宥
賀
し
た
る
を
見
る
o
さ
れ
ば
従
来
義
綴
の
一
名
は
礎
貨
な
る
史
料
に
設
見
す
る
を
得
ぬ
。
し
か
し

あ

ら

う

か

。

一

る

と

す

る

。

一

死

を

弘

治

ご

年

に

在

る

と

し

た

萄

哉

の

非

な

る

を

知

一

六

角

系

闘

の

一

替

に

、

六

角

義

賢

の

女

が

義

網

に

銭

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ム
ネ
タ
ケ
畠
山
続
武

J
ハ
タ
ケ
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
タ
ダ
畠
山
義
忠
誠
践
の
一
る
べ
き
で
あ
る
o

一
し
た
と
い
ふ
ぺ
き
腕
に
、
能
州
牧
畠
山
義
則
に
鋭
す

ヤ
マ
ヨ

Y
フ

サ

畠

山

義

絶

。

一

子

。

初

名

義

隆

0

借
入
に
次
い
で
能
菅
を
領
し
、
別
に
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ツ
ナ
畠
山
議
統
義
忠
の
孫
。
一
と
起
し
、
叉
長
民
の
家
に
永
除
四
年

E
用
畠
山
義
則

ハ
h

掛
か
々
ヤ
マ
ム
ネ
ヨ
シ
畠
山
宗
義

J
ハ
タ
ケ
一
越
中
射
水
郡
阿
努
庄
印
ち
今
の
氷
見
郡
を
加
へ
た
o
一
義
有
の
子
。
能
登
の
守
秘
で
左
衛
門
佐
に
任
ぜ
ら
れ
一
長
家
御
成
記
と
い
ふ
も
の
を
僻
へ
る
か
ら
、
或
は
義

ヤ
マ
ヨ

Y
フ

サ

畠

山

義

絶

。

一

義

忠

は

左

馬

助

・

阿

波

守

を

経

て

修

理

大

夫

に

任

ぜ

一

た
o
悦
本
修
理
大
夫
と
す
る
も
の
は
設
で
あ
ら
う
。
一
綱
の
初
名
が
義
則
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
モ
ト
タ
-
-
畠
山
進
国
義
深
の
子
。
一
ら
れ
た
。
晩
年
に
至
。
宗
家
内
紅
の
徐
被
を
受
け
て
一
勝
仁
の
鼠
に
、
義
統
は
終
始
西
軍
に
鹿
し
、
義
規
を
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ト
ホ
畠
山
義
深
家
凶
の
子
。

溜
務
三
郎
。
右
衛
門
佐
に
任
ぜ
ら
れ
、
能
町
{
見
・
越
中
・
一
頗
る
袈
兆
を
頴
し
、
途
に
東
山
に
誕
隠
し
て
、
寛

E
一
奉
じ
て
抗
害
し
た
が
、
文
明
九
年
カ
癒
き
て
そ
の
邸
一
泡
濡
三
郎
。
尾
張
守
に
任
ぜ
ら
れ
、
能
登
・
越
巾
・
河

河
内
・
紀
伊
の
守
殺
を
粂
ね
た
。
路
永
五
年
管
領
と
一
ご
一
年
入
居
サ
一
日
卒
し
た
。
法
蹴
路
興
寺
芳
彦
賢
良
。
一
を
幾
き
凶
に
鴎
り
、
十
年
七
局
南
軍
の
和
成
る
に
及
一
内
・
和
泉
・
紀
伊
の
守
殺
を
衆
ね
た
o
畠
山
民
が
能
登

な
り
、
同
十
二
年
に
及
び
、
十
三
年

E
周
十
七
日
宏
一
般
群
書
類
従
所
載
畠
山
原
作
亭
詩
歌
は
奥
行
の
年
周
一
ん
で
義
統
も
幕
府
に
蹄
賦
し
た
o
叉
長
享
二
年
加
賀
一
の
守
殺
た
る
こ
と
是
よ
り
始
る
o
康
麿
元
年

E
月
十

十
五
践
を
以
て
率
し
、
長
関
寺
春
岩
徳
元
と
越
せ
ら
一
不
明
で
あ
る
が
、
賢
良
即
ち
議
忠
が
主
人
で
あ
っ
た
一
の
一
撲
が
富
樫
政
親
に
抗
し
た
時
に
、
義
統
は
将
軍
一
二
日
四
十
九
歳
を
以
て
裂
し
、
法
撹
を
増
縞
寺
と
諮

れ
た
。
一
も
の
で
あ
り
、
東
一
壁
歪
徹
の
章
一
政
一
集
に
も
、
永
享
一
義
簡
の
命
に
依
っ
て
兵
を
出
し
た
が
、
迭
に
一
授
の
一
ら
れ
た
。

ハ

2
3
3
3
5義
有
義
忠
の
子
。
一
元
年
よ
り
長
除
去
ま
で
毎
年
意
義
敏
そ
載
せ
一
震
に
敗
を
取
っ
た
。
明
臨
六
年
八
周
二
十
日
卒
し
、
一
ハ

2
3
3
4
畠

山

警

告

義

統

治

部

少

輔

o

崇

徐

周

麟

の

大

寧

寺

殿

七

回

忌

法

鶴

岡

に

、

一

で

あ

る

。

一

大

寧

寺

大

彦

徳

宗

と

話

せ

ら

れ

た

O

義
一
統
一
漣
献
を
好
一
の
子
。
珠
洲
郡
松
波
に
築
き
、
岡
三
千
八
百
貨
を
領

『
王
焚
早
率
南
軍
』
と
見
え
て
、
大
寧
唱
す
は
義
有
の
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
タ
ネ
畠
山
義
胤

J
ハ
タ
ケ
一
み
、
そ
の
文
明
十
五
年
十
一
周
二
日
に
興
行
し
た
賦
一
し
た
o
後
大
隅
守
義
成
・
常
陸
介
畿
漣
及
び
設
置
を

子
義
統
で
あ
り
、
従
う
て
ま
究
は
義
有
で
あ
る
。
然
一
ヤ
マ
ヨ
Y
ツ

ナ

畠

山

義

綱

。

一

何

飴

辿

献

の

一

容

は

今

七

尾

に

存

し

て

ゐ

る

o

一
経
て
義
龍
の
時
に
主
・
り
、
氏
を
松
波
と
改
め
、
義
槌

れ
ば
永
事
九
年
よ
り
底
大
和
・
河
内
に
騒
鼠
が
あ
っ
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
チ
カ
畠
山
襲
親
七
尾
畠
山
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ツ
ナ
畠
山
義
銅
義
鍛
の
子
。
一
の
子
は
義
親
で
あ
っ
た
。

た
か
ら
、
義
有
も
之
に
従
軍
し
て
戟
残
し
た
の
で
あ
一
氏
の
支
族
。
珠
洲
郡
松
波
に
腐
り
、
突
義
甜
の
時
か
一
週
務
次
郎
。
後
修
理
大
夫
o
突
実
ご
十
年
務
鍛
の
叡
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ノ
リ
畠
山
義
則
↓
ハ
タ
ケ

ら
う
。
東
鵡
寺

E
徹
の
草
模
集
に
も
、
永
事
五
年
三
周
一
ら
松
戒
氏
を
稽
し
た
o
義
親
文
武
に
助
み
、
華
土
と
一
を
受
け
て
家
を
織
い
た
が
、
次
い
で
漸
〈
非
行
が
あ
一
ヤ
マ
ヨ
ジ
ツ
ナ
畠
山
義
網
o

十
一
日
の
僚
に
は
義
有
が
北
野
に
百
首
の
詠
献
を
奉
一
脱
し
て
曹
を
能
〈
し
、
叉
締
を
瀦
翻
寺
に
修
め
た
が
、
一
っ
た
の
で
、
家
堅
守
一
樹
践
し
て
義
隆
を
立
て
、
義
鯛
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ハ
ル
畠
山
義
春
式
部
大
輪
。

っ
た
こ
と
を
い
ひ
、
六
年
五
-H2
百
・
八
周
五
日
・
八
一

Z
A
E主
年
七
尾
務
城
の
際
戦
夜
し
た
o
子
義
也
・
辰
一
を
逐
う
た
o
そ
の
年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
永
機
一
天

E
二
年
畠
山
義
隆
が
そ
の
臣
遊
佐
綴
光
に
擦
を
準

年
九
HH
六
日
に
も
義
有
の
和
敢
に
関
す
る
記
事
が
あ
一
王
丸
縫
を
越
後
の
穂
念
寺
に
避
け
、
後
長
辿
飽
の
起
一
八
九
年
に
在
る
ぺ
〈
、
是
よ
り
常
に
蹄
凶
の
計
を
億
一
め
ら
れ
た
時
、
義
春
は
二
歳
で
あ
っ
た
が
、
長
綿
一
巡

る
が
、
こ
れ
よ
り
後
に
は
そ
の
名
を
見
ぬ
。
叉
別
に
一
る
に
及
ん
で
、
殴
長
四
年
束
。
投
じ
た
o
之
よ
り
畿
一
し
、
十
一
年
一
た
び
能
脅
に
侵
入
し
た
こ
と
も
あ
る
一
及
び
叔
父
二
本
松
義
有
の
輔
佐
に
よ
っ
て
そ
の
後
を

畠
山
畿
綱
の
子
こ
本
松
伊
賀
守
も
磁
を
義
有
と
い
う
一
越
は
長
奥
六
左
衛
門
と
捺
し
て
線
三
一
白
石
を
受
け
、
一
が
、
途
に
能
〈
目
的
を
建
せ
ざ
る
う
ち
に
、
天

E
五
一
受
け
た
o
四
年
十
周
上
杉
謙
信
が
義
春
の
七
尾
城
を

と

O

v

一
反
王
丸
は
松
波
義
直
と
穂
し
て
百
五
十
石
を
食
み
、
一
年
上
杉
謙
信
の
鑓
に
奪
は
れ
た
の
で
あ
る
。
義
綱
は
一
攻
め
た
後
、
義
春
は
諾
締
と
共
に
域
に
在
っ
た
が
、

ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ウ
ヂ
畠
山
義
氏

J
ハ
タ
ケ
一
後
更
に
義
越
は
畠
山
氏
に
復
し
た
と
い
ふ
。
一
凡
そ
永
旅
十
一
年
か
ら
推
定
元
組
四
年
七
局
十
日
の
一
五
年
間
七
居
侵
疾
大
に
行
は
れ
る
に
及
ん
で
、
サ
三

ヤ
マ
ヨ

Y
モ
ト
畠
山
義
元
。
一
ハ
タ
ケ
ヤ
マ
ヨ
シ
ツ
グ
畠
山
義
績
議
総
の
子
。
一
消
息
ま
で
は
名
を
義
脱
と
い
ひ
、
次
い
で
改
名
し
て
一
日
五
歳
で
現
し
た
と
い
ふ
o
案
ず
る
に
義
春
が
元
服

ハ
タ
ケ
ヤ

六
七
九

M
〉
叫
T
U
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